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23週 義認、子となる、聖化の有益など 

 

 

 

質問 36．この地の生活において、義認、子となる、聖化の有益などは、何です

か。  

 

答えⅠ この地の生活において、義認、子となる、聖化の有益などは、神の

愛に対する確信、良心の平安、霊的な喜び、恵みの増加、最後までの牽引で

す。 

 

 

   解説    

 

 

救いの確信 

まことの救いの信仰は、キリストをつかみ、自分に適用させます。それによっ

てキリストにつぎ合わされ、義と認められるのです。そして、聖霊の聖くさせる

御業によって救いの確信という実、あるいは、有益などが出てきます。救いの確

信は、聖霊が、私たちの心に、私たちが神の子どもになったことを証しすること

から出て来ます。それは、子としてくださる御霊によって救いの確信が出てくる

のです（ロマ 8:15）。 

それで、救いの確信を持っている者は、謙遜な心を持ち、罪に対して自分を低



くする者です。自分が救われたからと言って、決して自慢したり、傲慢にはなり

ません。自慢したり傲慢な人たちは、自分自ら偽りの確信を持っている者たちで

す。 

救いの確信を持っている者たちは、神を愛し、賛美し、神に向かって熱心に奉

仕をし、罪の誘惑の時にも勝利するようになります。救いの確信は、私たちをこ

の地において、自足するようにさせ、苦難にもよく耐えるようにさせます。また、

死の恐れをも克服させます。 

 

 神の愛に対する確信 

神の愛に対して確信することは、信者の生活の中で有用なことです。これは、

神の栄光を促進させ、自分を、神に一生懸命に捧げるようにさせます。聖書では、

ヤコブ、モーセ、ダビデ、トマス、パウロは神の愛に対して確信しました。 

神の愛に対して確信することは、まことに自分を低くし、自分を否定するよう

にさせます（ガラテヤ 2:19）。そして、神の戒めが要求する義務を喜んで担いま

す（詩 119:32—33）。神の愛に対する確信は、決して傲慢にさせないし、自分自ら

の確信に陥らせないです（詩 26:1）。神の愛に対する確信は、汚れから避けるよ

うにさせ、世から自分を区別させます。 

 

良心の平安 

平安は三位の神から来ます。御父を「平安の神」と呼ばれます。これは、祭司

が民を祝福する時、「願わくは、主が、御顔をあなたに向け、あなたに平安を賜

わるように」（民 6:26）と宣布することを言うのです。御子は平安を、ご自分の

血を持って買い私たちに与えます。このような平安は、キリストとの結合から出

てきます。従って、新生していない者は決して味わうことはできません。回心以



前は、罪によって良心が苦しみに満ちていました。しかし、聖霊の御業によって

発生された信仰によって、キリストをつかみ、キリストに根を下ろし、キリスト

によって平安を受けるのです。それからキリストに屈服され、キリストの支配が

心にあるので、良心が平安を味わえるのです（ロマ 15:13）。 

勿論、このような良心の平安は、悪魔による世からの誘惑と攻撃を受け、混沌

の状態にいたりもします。時には、キリスト者が行うべき義務を行わなかったた

めに良心が不便の時もあります。そのような場合には、悔い改め、キリストを完

全に頼らなければなりません。 

 

霊的な喜び 

霊的な喜びとは、楽しい情熱として（ピリピ 3:12）、良いことを感じ、喜ぶこ

とです。甘くて快い感情です。これは聖霊の慰めと、神の約束から出て来ます。 

これは、世の楽しみとは区別されます。世の楽しみは外的なものとして、しば

らく楽しんで終わるけど、霊的な楽しみは、内面深くに影響を与え、持続性を持

ちます。霊的な楽しみは、泉から水が続けて流れ出るのと同じです。霊的な楽し

みは、私たちに義務を喜んで担わせます。 

従って、まことの信仰を持っている者たちは、憂うつ症から遠ざけられます。

彼らは、自分たちがすでに天国にいるように楽しみ、喜んでいます。 

 

恵みの増加 

 まことの恵みは、漸進的で、増加されるようになります。まことのキリスト者

は、恵みが増加されるようになっています。それで、まことの信者は、信仰に始

まり、信仰によって生きていけると言えます（ロマ 1:17）。恵みが増加すればす

るほど、自分の腐敗性を最もはっきり知るようになります。それで自分に騙され



ないで、知識によって成長するゆえに、真理を最も愛するようになります。恵み

が増加することで義の実を結ぶようになります。勿論、私たちは恵みを増加させ

るために、敬虔の訓練を最も働かせ、祈り、より謙遜であるべきです。 

 

聖徒の牽引（堅忍） 

聖徒の牽引（堅忍）は、義認、子となること、聖化から得られる有益です。天

からの良いものが、聖徒たちのために保存されます。そうだと言って、聖徒が何

もしなくても良いということではありません。聖徒は、恵みのうちに、与えられ

た手段を使わなければなりません。神のみことば・祈り・礼典の助けを受けるこ

とです。そして、聖霊の影響力を続けて受けることです。特に聖霊は、私たちに

ある恵みの火を、最も熱くさせ、強力にさせ、増加させます。キリストが毎日私

たちのためにとりなしをしておられるので、私たちは最後まで牽引（堅忍）され

るのです（ヨハネ 17:11,20、へブル 7:25）。 


